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各施設、事業所でのサービス利用 (契約)者の状況 (平成31年 3月 1日現在)

(注 )1人の利用者が2以上のサービスを利用している場合は重複して計上
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当法人のビッグニュースを集めてみました

〔11介護保険施設「八つ星の丘」、
訓練型グループホーム「はぎのホーム2」

こどもデイサービス「ダンボ」を同日開所
(4月 1日 )

〔2〕 県内の障がい者雇用率向上を目指し「障が
い者雇用率向上対策室」を法人内に設置、

活動スター ト (4月 1日 )

〔3〕 安藤糸口学園副園長、春の叙勲にて
「瑞宝双光章」受賞 (4月 29日 )

〔4】 八つ星の丘 :九州初の共生型生活介護開始
(6月 1日 )

〔5,平成 30年度職員採用試験にフア名受験 !

27名を内定 (3月 26日 )

〔6】 全国社会福祉事業団協議会「大分大会」、
担当事業団としての運営成功
(10月 18日～19日 )

〔フ】疋田なおみ園副園長、秋の叙勲にて
「瑞宝単光章」受賞 (11月 3日 )

〔8】 法人マスコットキャラクター「じぎょたん」
ゆるキャラグランプリ2018
大分県第 1位 !(11月 18日 )

〔9】 糸口太鼓 (糸口学園〉結成 25周年 !

記念コンサート開催 (2月 3日 )

〔10】 法人8か所目の放課後等デイサービス
「どんぐり河内」開所式 (3月 24日 )
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ヽ ●サービス利用 (契約)者の】犬況

0平成30年度10大ニュース

所 属 名

サービス利用 (契約)者数   (単位 :人 )
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地域総合支援センター 8 48 45 36 125 92 6 18 445 380 1 1,204

大分県渓泉寮 117 11 6 17 29 73 2 4 2 261

大分県のぞみ園 83 93 49 15 15 5 198 2 460

大分県糸口学園 60 60 49 28 80 277

大分県糸口厚生園 61 69 47 36 213

大分県糸口第二厚生園 60 77 33 31 201

大分県糸口運動寮 15 20 25 18 1 7 86

大分県なおみ園 59 55 86 13 6 7 109 29 1 60 5 128 7 227 792

大分県日田はぎの園 80 84 66 12 36 278

地域生活支援センターはぎの 23 19 4 28 25 22 346 370 3 840

八つ星の丘 10 44 47 101

言十 117 403 438 356 43 25 14 48 30 139 47 262 28 161 7 258 50 1,190 9 977 44 47 6 14 4,713
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各委員会の活動状況、平成30年度実務研究論文受賞作、 所属の活動につしれて法人内で研修を行しヽました。

月間予定表

八つ二の丘デイサーピスセンター 活動予定,

デイサービスセンター和々 では、

①通所介護事業 ②共生型生活介護

③共生型放課後等デイサービス
の3つの事業を行つています。

①通所介護・①共生型生活介護
通所介護・共生型生活介護では多様なメニューを用意し、こ利用者一人一人が主体的に活動を選択できるようにしています。

① 放 課 後 等 デ イサ ー ビス

平成30年 11月 に併設しました。目的は (1)宇佐地域の放課後等デイサービスで定員のキャンセル待ちの状況があり、

その受け皿となるため。 (2)高齢利用者との関わりによる相乗効果を期待しました。

共生型の実践から 0共生型サービスの強みとして、地域の高齢陣がい者の居場所となる。

見えてきたもの  0生活介護から通所介護に切り替える際に、慣れた事業所をそのまま利用することができる。

～共生型サービスの強み～ 0児重から高齢者まで幅広い年齢層の中で相互に交流することができる。

こ利用者にとつて、専門的なり八ビリと同様、生活の中で取り組むり八ビリも重要です。「全職員で

り八ビリに取り組む=多職種協働」で、これからもこ利用者の身体機能維持・向上を目指していきます。

①DSS(擬食・瞭下障害の臨床的重症度分類)を用いた損食瞭下訓1練の定着化へのアプローチ

②転倒骨折事故の検証

③「り八ビリに関するQ&A集」の作成

:'Aビ :′ に岡する

0&A集

ゴIゼ|

O&A集頂目

1むせに関すること

2食本方に関すること

3食事のlR取重に「idす ること

4姿勢に関すること

5食事介助方法に開すること

6支榎員ができるリツヽじりについて

8転倒に関,ること

,歩行に関すること

10r多兵に関すること

11姿勢に関すること

12拘縮予防に問すること

隠 、、、聾主騨4雪■.…ヮ

Q&A集の紹介

(4姿劣に『■すること)

Q願が曲がつている方の食事
中の姿勢は、どうしたらよい
ですか?

A基本の正しい姿勢に近づけ
るようイスやテーカ め セッ
テインクを行います。必要な
備は車綺子やクッションを使
用して正しい姿勢にします

●サービス向上に向けた取り組みスピーチの実施

●職員倫理絹領に基づいた行動規範のチェック体制の継続

防犯カメラ整備事業におけるサービス向上委員会の取り組み

0平成20年度から始まつた当法人における防犯対策の明確化

●神奈川県相模原市における入所者殺傷事件の課題を踏まえた検証

●効果的な運用方法とプライバシーに配慮した運用内規案の策定

14そ婉

安心 。安全なサービス提供の更なる拡充を目指し、下記の取り組みを行いました。

①サービス共通マニュアルの改訂

(国参照)

支援プログラム
11月 ,2月

今年度から日田市内でスター

トしたはぎのホーム2。 一人
ひとりが思い描く『自立Jを
目指し、日標に向かつて取り

組んでいる「今」について

報告がありました。

9月

①事業団だよりの発行

①ホームページの管理

(伝書旧を含む)

③法人パンフレットの営理
①缶種広報活動

事業団だよりの
編集の様子

地域への出張～大分国際車椅子マラソンの

開会式やひじ産業文化まつり等に参加しました。

各所属へ登場～盆踊り、秋のお祭り、クリスマス

会などでこ利用者や来園者と交流を図りました。

皆さにりヽえヘ

占ヽ じゃましま古 I

己演▼〕`Ct、

サービスの質の標準化を目的としたサービス共通マニュアルの強化

0平成30年度障害福祉サービス等報酬改定に対応する虐待防止

への取り組み

0ご利用者の安全 。安心のサービス提供拡充のための万策

0リ スクマネジメントにおける危機管理体制の強化

ご利用者にも入居当初から少しすつ変化がみられ、訓練
効果も上がつてきていますが、同時に課題もみえてきま
した。その課題に対してもアプローチをしながら、こ利

用者が夢を実現できるよう今後も支援をしていきます。

共生型
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育児と仕事
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働く喜び

自分の含ヒカを

活かした仕事

幽 噂 田

脇

平成28年7月 に宇佐市四日市に改築移転した地域総合支援センター

大福 (就労継続支援A型)の状況について報告がありました。

アルコール依存症を患うど利用者の人生に寄り添う支援
～再入所からの地域移行の難しさ、周囲のバックアップを得るには～

大分県渓泉寮 支援員 末 廣 そのみ

大分県渓泉寮でも飲酒の問題で地域から孤立した人や、アルコールの無い環境に身をおくことで断酒

を目指す人など、平成29年 1月現在、120名中25人のアルコール依存症者が入所しており、全入所

者の約200/。と高い割合を占めています。アルコール依存症を患うこ利用者は入所の経緯や断酒継続の

困難さから地域移行への八―ドルが高く、その支援方法の確立が課題となつています。

Aさんの地域移行に向けての支援

☆取り組みをとおして

Aさんのケースで一番苦労したことは病識を深めること

と、医師から地域移行への賛同を得ることでした。自助グ

ループヘの参加を支援したところ、本人の病識が深まりま

した。また、地域移行の支援は施設内でできることにとど

まらす、地域資源を活用することも大切だということがわ

かりました。今回の事例は後に続くアルコール依存症者支

援の一つの指標になると考えています。

Aさんには断酒継続やストレス耐性、体力の向上など、

地域移行に向けて乗り越えるべき課題は多いですが、心豊

かな生活を送れるよう、今後も本人に寄り添つた支援を行

つていきたいと考えています。

今後の目標

(レストラン)・ 1快適な空間の維持 ・市や企業とのコラボ

(弁当、配食〉・歪利用者の調理技術の向上

・旬な野菜を使つた弁当メニュー

こ利用者が心・技・体において向上できるよう支援を行う

とともに、こ利用者が自分たちで考え、業務の効率化を図

ることができるよう支援していきます。

指定年月日 平成28年 7月 1日

所 在 地 宇佐市大字四日市2482‐ ¬

定   員  33名 (‐就労移行支援フ名との多機能にて全40名 )

現   員  48名 (‐就労継続支援A型のみ、H31.2.19現在)

サービス内容 (1)非雇用従事者の作業

(2)パン及び豆腐の製造販売

(3)委託作業 。メンテナンス

(4)カ フェ&レストラン、弁当、配食サービス

就労継続支援A型従事者の待遇

① 基 本 給  時給765～810円 (昇給あり)

②労1動 時間 5時間…………………………………32名
5～7時間 ・……………………………4名
6時間 (社会保険加入あり)。………2名

非雇用者 ………………………Ⅲ…Ⅲ…'9名

① そ の 他  育児体業取得者 1名

韓国回日日視察

ど利用者の充実した生活に
向けてのサービス提供について

大分県糸口第二厚生園

高 井 壮 志 (チーム青葉)

一人ひとりの充実した生活は違うのではないか、普段何

気なく感じている「充実」について考えました。ご利用者

全員にアンケートを実施し、その結果をもとに、以下の3
つの柱を中心に見直しを行いました。

ご利用者それぞれの「充実した生活」を考える中で、一人ひ

とりに対するアプローチや支援方法を工夫することで、こ家族

との連携で信頼関係が構築されていき、その一つひとつがこ利

用者の「充実=笑劇 に繋がりました。今後も取り組みを継続

し、日々 変化する「充剰 に対して支援していきます。

リハビリテ…ションの充実
～作業療法士と他職種との関わりについて～

大分県のぞみ園

作業療法士 井 上 宣 彦

作業療法士 中 野 景 太

当法人では、こ利用者の高齢化・重症化が進み、骨折や転

倒が増加しました。そのため、転倒防止や身体機能の維持を

目的に平成27年度から法人所属の作業療法士を新たに配置

し、様々な職種の職員が協力しながら支援を行つています。

取り組み前   取り組み後
●作業療法士の介入

作業療法士のアプローチ

により身体状況に合わせた

車いすに変更できました。

…介入後、「姿勢が良くなつた」「転倒・転落が以前と比
べ減つた」との声が間かれるようになりました。しかし、

作業療法士だけの介入ではこ利用者の機能維持は難しいと

感じています。また、こ利用者支援を通じて共に接してい

く中で、それぞれ専門職種の視点があり違つた見解の場合

も多くあります。その中で、日々悩み相談・工夫をしなが

ら連携 。実践を行つていきたいと思います。

韓国釜山市から大同大学社会福祉学科の学生22名と

。語師2名の皆さんが来てくれました。高齢者と高齢障が

い者、児重がともに集う八つ星の丘の取り組みや、充

実した新しい設備を見ていただきました。韓国には日

本の共生型サービスにあたる制度がないとのことで、
「こんな施設なら暮らしてみたい」との慰想をしヽただき

ました。お互しヽに良い意見交換、交流が出来ました。
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集団活動から個別活

動へ活動メニューを

増やし選択できるよ

うにした

→引きこもりがちな

方も活動的に

2.口腔り八ビリ

定期的な個別り八ピリ・

定時に口腔ケア用ブラシ

を準備し、メリ八りをつ

けて口腔ケアを実施

→リラックスして

取り組めるように

3.身体り八ビリ

転倒事故が減少

平成29年
転倒件数

日際の中で、個別で取り組む
り八ビリメニューを準備
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支
援
の
充
実
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

当
法
人
が
掲
げ
る

「利
用
さ

れ
る
方
々
の
意
思
を
尊
重
し
、

一
人
ひ
と
り
の
望
む
暮
ら
し
が

で
き
、
洒
き
渚
き
と
充
実
し
た

生
汚
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し

ま
す
。
」
と
い
う
理
念
を
実
現

す
る
に
は
、
ご
利
用
者
や
ご
家

族
が
望
む
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
、
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

基
づ
い
た
個
別
支
援
計
画
と

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
質
の

高
い
、
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
昨
今
頻
発
す
る
地
震

や
水
害
な
ど
の
大
規
模
自
然
《

害
発
生
時
の

「防
《
対
策
」
や

ご
利
用
者
が
犯
罪
等
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
未
然
に
防
止
す

る
た
め
の

「防
犯
対
策
」
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

や
地
域
住
民
等
多
様
な
関
係
者

と
の
連
携
に
よ
り
、
安
全
確
保

ウ
　
就
労
系
事
業
の
賃
金
及
び

工
賃
の
向
上
に
法
人
を
挙
げ
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、　
一
般
就

労
へ
の
移
行
の
促
進
や
就
労
定

着
支
援
の
充
実
を
関
係
機
関
及

び
障
が
い
者
雇
用
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

工
　
相
猷
支
援
等
事
業
に
つ
い

て
は
、
ご
利
用
者
の
意
向
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
と
相
互
に
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
拠
点
と
し
て
、
地

域
の
生
活
課
題
に
つ
い
て
総
合

的
に
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
体
制

を
確
立
す
る
。

オ
　
不
審
者
の
侵
入
や
大
規
模

炎
害
時
等
に
お
け
る
ご
利
用
者

の
安
全
確
保
の
充
実

。
強
化
の

た
め
、
金
職
員
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
周
知
徹
底
を
図
る
。

②
法
人
の
経
営
組
織
体
制
の

強
化

理
事
長
及
び
業
務
執
行
理
事

に
向
け
た
支
援
体
制
の
強
化
を

図
る
。

②
経
営
組
織
体
制
の
強
化

改
正
障
害
者
総
合
支
援
法
の

基
本
的
考
え
方
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、

２９
年
度
に
策
定
し
た

第
５
期
大
分
県
社
会
福
祉
事
業

団
中
長
期
計
画
に
基
づ
い
て
、

３０
年
度
以
降
の
事
業
展
開
を
計

画
し
た
が
、
報
酬
改
定
の
影
響

も
あ
り
計
画
に
比
べ
、
児
童
通

所
事
業
の
大
幅
な
減
収
が
浮
き

彫
り
に
な
る
と
と
も
に
、
法
人

全
体
の
契
約
者
が
ラ
定
を
満
た

し
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。国

の
考
え
に
よ
る
報
酬
改
定

等
が
、
法
人
の
経
営
に
直
結
す

る
た
め
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
収
支

構
造
を
法
人
事
務
局
と
各
所
属

に
お
い
て
再
検
証
す
る
他
、
組

織
の
在
り
方
や
新
し
い
事
業
展

開
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

強
靱
な
経
営
組
織
体
制
の
強
化

で
構
成
す
る

「
経
営
推
進
会

議
」
を
毎
月
４
回
開
催
し
、
主

要
事
業
に
お
け
る
進
捗
状
況
等

を
随
時
確
認
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
は
、
法
人
事
務

局
と
各
所
属
で
検
証
す
る
場
を

設
け
る
。

ア
　
経
営
組
織
の
体
制
や
財
務

に
係
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

一
層

強
化
し
、
将
来
に
波
り
継
続
し

て
安
定
し
た
経
営
を
行
え
る
体

制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
研

修
等
を
通
じ
て
職
員
の
経
営
意

識
の
高
揚
を
図
る
。

イ
　
経
営
推
進
会
議
や
所
属
長

会
議
等
を
通
じ
、
各
拠
点
の
経

営
状
況
及
び
利
用
率
を
毎
月
確

認
す
る
こ
と
で
、
課
題
が
生
じ

て
い
る
所
属
に
つ
い
て
は
、
法

人
事
務
局
と
協
議
及
び
検
証
で

き
る
場
を
つ
く
り
、
早
期
の
解

決
を
図
る
。

ウ
　
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
二
者
評

価
を
受
審
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ

を
図
る
。

③
福
祉
人
材
の
育
成
と

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
行
や
障
が
い
児

。
者
の
施

設
か
ら
在
宅
生
渚
へ
の
移
行
の

流
れ
、
あ
る
い
は
児
童
や
高
齢

者
に
対
す
る
虐
待
な
ど
福
祉
を

取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
伴

い
、
福
祉
課
題
が
多
様
化

・
複

雑
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
背
景
に
、
ご
利
用
者
に

適
切
に
対
応
し
個
々
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ

り
専
門
性
の
高
い
福
祉
人
材
の

育
成
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
ご
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
や
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
先
駆
的
な

取
り
組
み
等
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、

「福
祉
人
材
の
育
成
」

と

「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
さ
ら
な

る
向
上
」
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

ス
の
質
を
評
価
す
る
仕
組
み
を

取
り
入
れ
る
。

③
専
門
性
の
高
い
福
祉
人
材

の
育
成
と
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り

法
人
理
念
の
一
層
の
実
践
を

行
う
た
め
、
職
員
研
修
計
画
に

基
づ
き
、
各
階
層
に
応
じ
た
研

修
の
実
施
や
各
職
場
で
の
職
場

内
研
修
等
を
通
し
て

「求
め
る

職
員
像
」
を
明
確
に
し
た
上

で
、
人
事
考
課
制
度
の
目
標
管

理
と
運
動
さ
せ
る
体
制
を
構
築

す
る
。
ご
利
用
者
の
人
権
擁
護

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員
が

自
身
の
担
っ
て
い
る
業
務
や
職

場
に
対
し
て
や
り
が
い
や
魅
力

を
感
じ
、
常
に
目
標
を
持
ち
な

が
ら
、
専
門
性
を
高
め
て
い
け

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、　
一

層
の
支
援
体
制
と
組
織
の
強
化

を
図
る
。

ま
た
、
平
成
３‐
年
４
月
１
日

以
降
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す

ま
た
、
福
祉
職
場
に
お
け
る

人
材
定
着

・
離
職
防
止
が
大
き

な
課
題
と
な
る
中
で
、
そ
の
方

策
の

一
つ
と
し
て
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
対
す
る
組

織
的
な
取
り
組
み
が
あ
げ
ら
れ

る
。
何
ら
か
の
不
安
や
悩
み
を

抱
え
て
い
る
職
員
を
早
期
に
発

見
し
、
面
談
等
を
行
う
こ
と

で
、
メ
ン
タ
ル
不
調
の
未
然
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
の
環
境
整
備

等
を
視
野
に
入
れ
た
研
修

・
会

議
に

一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

次
世
代
育
成
支
援
や
障
が
い

者
雇
用
の
推
進
等
に
も
、
積
極

的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
む
。

２

法
人
と
し
て
の

重
点
方
針

以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の

重
点
方
針
と
し
て
次
の
項
目
を

掲
げ
る
。

る
た
め
の
関
係
法
が
順
次
施
行

さ
れ
る
た
め
、
法
人
と
し
て
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向

け
、
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
の

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
育

児
休
業
を
気
兼
ね
な
く
取
得
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
年
次
有
給
休

暇
取
得
の
促
進
や
職
場
内
の
意

識
啓
発
な
ど
に
よ
る
所
定
外
労

働
の
削
減
な
ど
、
よ
り

一
層
の

雇
用
環
境
の
整
備
を
図
る
。

さ
ら
に
、

「障
害
者
雇
用
率

向
上
対
策
室
」
で
は
、
法
人
３

箇
所
の

「障
害
者
就
業

・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
と
各

雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
連
携

し
、　
一
体
的
に
機
能
さ
せ
る
こ

と
で
、
当
法
人
の
障
が
い
者
雇

用
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
大
分
県
の
障
が
い
者

雇
用
率
日
本

一
に
向
け
、
高
い

成
果
に
つ
な
が
る
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ⅲ

１
　
法
人
経
営
に

お
け
る
現
状
と
課
題

⑪
こ
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上

平
成
３０
年
度
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
改
定
と
同
日
の
平

成
３０
年
４
月
１
日
、
改
正
障
害

者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
障
が
い

者
の
重
度
化

・
高
齢
化
、
医
療

的
ケ
ア
児
や
精
神
障
が
い
者
の

増
加
な
ど
に
伴
い
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
が
多
様

化

・
複
雑
化
し
て
い
る
中
で
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
に
お
け
る
整

備
の
必
要
性
や
、
障
が
い
者
の

工
賃
及
び
賃
金
の
向
上
、　
一
般

ω
こ
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
と
防
災

・

防
犯
体
制
の

一
層
の
強
化

ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
望
む

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た

個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
、

個
々
の
二
十
ズ
に
沿
っ
た
質
が

高
く
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
多
職
種
協
働
で
取
り
組
む
。

ア
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
引
き
続
き
多
職
種

協
働
で
個
々
人
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

委
員
会
渚
動
と
あ
わ
せ
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
。

イ
　
児
童
系
事
業
は
、
ご
利
用

児
に
対
す
る
専
門
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
ご
利
用
児
の
自

立
支
援
の

一
過
程
を
強
力
に
支

援
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
り
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う

体
制
の
充
実
及
び
強
化
に
努
め

る
。
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